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はじめに
　本研究は、中学校音楽科においてオペラ作品を使い、
表現することを演劇的な要素と絡め考察し試みるもの
である。
　現在、日本の音楽科教育の授業におけるオペラ作品
の扱いは、鑑賞の領域に置かれ、その内容を学習する
ことが大半を占めている。そして、その音楽の歴史や
伝統、概要を知ることは重要な目標とされている。し
かし、それに特化するあまり、本来、感情や情景を伴
う音楽が、「学習」の域に置かれ、生徒達は、本来の
音楽の形から離れていってしまってはいないだろう
か。このことが、本研究に至る出発点となった。
　その経緯から筆者は、本来の鑑賞の枠を少し飛び越
え、生徒たちが実際に楽器を用いて音楽を作り、それ
を表現することで、音楽を表現する可能性を自身が実
感することが可能ではないかと考えた。本研究では、
そのオペラへのアプローチ方法として、効果音や仕草
といった演劇的要素を取り入れる。効果音は、動画サ
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イトやテレビ、ゲームの中に多数使用されており、生
徒にとっても知らずとも非常に身近な存在であると考
える。また、仕草についても、日常生活で必ずといっ
ていい程、行っているものである。この２要素を用い、
音楽の表現の可能性を実感し、音楽に近づける活動を
提案する。
　本論を始める前に、本研究の目的を述べておきたい。
　テーマの設定は、以下の理由がある。研究対象であ
るオペラ作品の「鑑賞」という領域の教育現場での扱
いについてである。オペラ作品は、明瞭な舞台芸術と
音楽の融合であり、鑑賞を通しその芸術性や音楽性、
また異国文化やその歴史、登場人物の人間性とそれら
の人びとの関わりを軸に鑑賞する。そしてオペラは、
一般市民、いわゆる聴衆に伝える
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目的で書かれている。
それを観た者は、そこから自身の実体験や共感といっ
た何らかのものを確実に得ることができるであろう。
そのような題材を、学校教育でも一つの学びとして提
示しているものと認識している。
　しかし、オペラ作品を扱うには、膨大な時間を要す
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るという点で、授業で扱うには限られた内容にとど
まってしまう傾向があるのではないか、と筆者は考え
ている。オペラの素晴らしさは、上記に示した通り、
舞台芸術、音楽、登場人物の生き生きした姿にある。
その点まで掘り下げて鑑賞するには、何か確実な方法
はないか、ということが研究の根幹となっている。
　そこで筆者は、音楽の授業の柱である「表現（歌唱・
器楽・創作）」、「鑑賞」を融合し、鑑賞したものを、
生徒たちも行うことができたら、オペラが単に鑑賞の
領域に留まることなく、広い観点で生徒に捉えてもら
えるのではないか、と考えた。しかしオペラひと作品
を行うことは、学校教育において必ずしも必要ではな
い。筆者が本研究で目的としていることは、オペラ作
品のいくつかの楽曲を通して、以下の方法を試みるも
のである。①作品を鑑賞し、その内容や作曲技法を知
る　②その作品の作曲者の意図（歌詞や台詞、音素材、
音型など）を汲み、生徒にもその作曲の一端を担って
もらう。自分も作曲家になった気持ちで楽曲を考える
ことを意図とする　③その作業として、演劇的要素（効
果音や仕草）を伴い、その音を打楽器やピアノを用い
て効果音的に表現し、それが感情を伴った動作として
体現し得るか、を実践する。　①においては、鑑賞の
授業で必要なことである。②は、作曲者がテキストや
台詞から得た登場人物の感情や、その場で生起する、
または生起しそうな動きが音で表現されていること理
解し、ではその音にどのような効果が当てはまるであ
ろうか、というきっかけを得、③において実践的に、
作曲者が与えた音と、自分たちで作った作曲者の意図
に準じた効果的な音と動作であったかを知る。そのこ
とが可能となった時に、作曲家が意図した音楽づくり、
そして登場人物の心理や行動を把握し、鑑賞の枠を飛
び越えた体感できる鑑賞につながると考える。
　音楽の授業の目的として、「音楽を愛好する心情を
育てる」、「音楽に対する感性を育てる」、「豊かな情操
を養う」、という側面がある。「心情」、「感性」、「情操」
ともに、目には見えない、引き出しにくいものである。
しかし、人は生きていくうえで、感情なしに生きるこ
とは不可能であるし、感情は誰もが持っているもので
ある。それを、音楽は崇高なものである、難解である
という垣根によりステップアップできずに音楽と関
わってしまうようなことがあれば、それは極めて残念
な結果になる。もちろん、長き歴史に渡り、音楽が現
代まで残されてきたことを考えれば、崇高なものであ
ることは容易に理解できる。しかし、そこには作曲家
のあらゆる感情が吐露されており、それはただ「美し
い」ものに留まっていないことを知るべきである。オ
ペラに関して言えば、そのテキストや台詞から得るイ
ンスピレーションが多数ある。喜びや悲しみや憎しみ、
様々な感情が入り組んで表された、いわば作曲家の言
葉そのものなのである。さらにいうならば、「美しい
もの」を知るためには、「汚いもの」もあって然りで
あるし、「優しい」感情を知るには、「厳しい・冷たい」
感情を知らねばならない。
　ごく当たり前のことのようであるが、筆者はこのよ
うなことを念頭に授業案を検討したい。それは、クラ
シック（本論ではオペラ）音楽を知るために、モダン
（現代）にある音素材を置き換えること、見えないも
の（感情）を知るために視聴覚的な側面で実践してい
くことで、オペラ作品がより身近になるのではないか
という考えである。
　以上のような理由から、本研究では、クラシック、
モダンの融合、効果音、仕草、そして音楽を捉えてい
きたい。最終的には、オペラの楽曲の多くを体現でき
る指導を編み出していくのが課題であるが、本研究で
はその出発点を示し、オペラの本当の楽しみ方を「鑑
賞」、「表現」を結びつけながら導きだしていくことを
目標とする。
１．表現と鑑賞に関する今日の動向
　まず学習指導要領の確認をしておきたい。平成20年
１月17日の中央教育審議会総会で取りまとめられた答
申では、音楽科の改善の基本方針を「音や音楽を知覚
し、そのよさや特質を感じ取り、思考・判断する力の
育成を一層重視する」としている。さらに「表現」と
「鑑賞」の各目標を見ると、第１学年では、表現の能
力や鑑賞の能力を「育てる」、第２学年及び第３学年
では、「高める」ことを目標としていることが示され
ている。本研究では、ここに示される「高める」を射
程とする。
　また先行例として、初等科における実態の提示であ
るが、中学校における学習のさきがけとなるものとし
て、雑誌『初等教育資料』2015年10月号に掲載された
調査を参考した1。その中の音楽に関する結果概要の
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ひとつに、「思考力・判断力・表現力等の育成」にお
いての記述がある。課題は、鑑賞における曲想の変化
と音楽の仕組みを結びつけて聴くという点で「楽曲の
特徴を言葉で説明する」、「音楽表現に対する思いや意
図を言葉で適切に表す」ことである。その改善案とし
て、「音と言葉によるコミュニケーションを図る指導
を充実することが必要である」と述べられている。こ
の調査で言われていることは、音楽的特徴をとらえた
上で、具体的なリズム表現等や、その音楽が示す雰囲
気を言葉で伝える、ということである。しかし、ここ
で言われている、言葉で示す方法などは、音楽素材を
一聴一瞥しただけでは、その特徴を捉えることが難し
く、直接的に言葉に結び付きにくい点もあると考えら
れる。それは、音の長短、強弱、音型、リズムやテン
ポなどの諸要素に対し、作曲家が残した楽譜が手掛か
りとなり、表現方法を見出す作業である。そこで筆者
は、それらに演劇的な観点を加え、生徒による実践を
通して、音楽がより生徒に体感的に、立体的に伝わる
ようになるのではないかと考え、この実態の一つの突
破口となり得ると捉えた。
　さらに、本研究を進めるために、群馬県内170校へ
向けた調査「学校所有楽器、及びオペラを題材とした
授業等に関する調査」を行った 2。この調査実施は、
筆者の提案する授業の可能性を認識するためで、以下
の理由がある。①現在中学校においてどのような楽器
が所有されているか、②その中で使用されることの多
い楽器はなにか、③また、鑑賞の授業の実態と、オペ
ラ鑑賞授業の実態はどうか、④人前で生徒が一人で歌
う事があるか、⑤演劇の経験があるかどうか、の５点
である。
　調査結果は概して以下の通りである。①②所有楽器
について。楽器の所持校数と使用校数の比較は［グラ
フ１］の通りである。中学校の所有する楽器に対して、
授業で用いられる楽器が明らかに少ないことが示され
た 3。これは、器楽の活動の希薄さを示唆するもので
ある。
　③について注目すべきは、オペラ作品の鑑賞は、３
時間未満の時間数しか設けられない学校が全学年95%
を上回っていることである。オペラ鑑賞の授業につい
て、生徒の反応を尋ねた項目では、「新しく知ること
がほとんどで、興味を持つ生徒がとても多い。ネット
で調べたり、図書室で関連する本を見たりする生徒も
いる」や「有名なアリアの一部を口ずさんで教室にも
どっていったり、生の舞台をみに行きたいと言ったり、
総合芸術の楽しさ、おもしろさに気づいた生徒がほと
んどである」、「真似して楽しんでいる生徒が多い」と
いう生徒の能動的な関わりを表す反応の記述が多く
あった。
　④⑤生徒の独唱・演劇経験についての調査では、独
唱の試験を行う学校が約61%であり、また、中学校に
おいて、授業の一環として演劇を行うことがある、と
いうことが判明した。これらの結果は、独唱について
も演劇についても、その実践の不可能を指し示すもの
ではなく、その方法を説く有用性を示すことが可能で
あることが示された。
　調査結果からは、教科書に掲載されている《アイー
ダ》が鑑賞されることが圧倒的に多く、約93%の学校
が本作品を鑑賞している。《アイーダ》が鑑賞教材と
して取り上げられる理由として考えられるのは、史実
ではないが歴史的な背景に迫った作品であること、大
小道具、衣装等から、その時代の文化や様式を知るこ
とができる、〈凱旋行進曲〉といった、華やかで美しい、
有名な旋律が奏でられる、等である。このように、視
聴覚的に学習に有効な事項が多く含まれていることが
その理由として考えられ、極めて重要な作品であるこ
とは明確であり、鑑賞の目標にある異文化理解という
点でも合点がいく。しかし、先にも述べたとおり、オ
グラフ１　楽器の所持校数と使用校数の比較
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ペラ作品の鑑賞は、３時間未満の時間数しか設けられ
ない学校がほとんどである。有名で、学習のポイント
となる箇所をとりあげるとしても、演奏時間が約140
分を要する本作品を考えると、オペラの全体の本質に
接近することは僅少なのではないかと考える。
２．演劇的要素の選定、「効果音」と「仕草」の意義
　筆者が本研究に演劇要素を取り入れようとする理由
は、先述の通り、そこには作曲家のあらゆる感情
4 4
が吐
露されていることに端を発する。そして演劇が「舞台
で身ぶりやせりふで物語や人物などを形象化し、演じ
てみせる芸術（広辞苑）」であることが、オペラと同義
であるからである。それが音楽を伴うか否かの違いだ
けで、人間の感情のありさまを表現することには変わ
りがないのである。この観点から、取り上げていく演
劇的要素についての選定理由と意義を述べていこう。
　まず「効果音」であるが、効果音は我々があらゆる
場面で覚えず触れているものである。効果としての音
響の側面から音響技術者の山本能久は、音響が表現す
ることは、情景描写・時間設定および経過・場所設定・
心情表現・場面転換などであるとしている4。つまり、
音にはイメージを膨らませる力があるということを示
している。実際に、中学生の過半数以上が見ている5
という「世界の果てまでイッテQ」（日本テレビ）と
いうバラエティ番組を例に挙げると、１時間の間に
230回以上も効果音もしくはBGM6が用いられている7。
例えば［図１］のような「チーン」という効果音であ
る。番組内では、挑戦し失敗する場面で使用され、単
音の効果音であり、トライアングルを用いれば、生徒
でも容易に作り出すことが可能な音であろう。
また、このような活動の意味を学習指導要領において
も明らかに示している箇所がある。
　 　適宜、自然音や環境音などについても取扱い、音
環境への関心を高めたり、音や音楽が生活に果たす
役割を考えさせたりするなど、生徒が音や音楽と生
活や社会とのかかわりを実感できるような指導を工
夫すること。また、コンピュータや教育機器の活用
も工夫すること。［第３ 指導計画の作成と内容の取
扱い 2−（7）−イ］
この記述から、音や音楽が生活に果たす役割を考えさ
せたりすること、つまり効果音やBGMの存在の大き
さを実感させることは、生徒に音や音楽と生活や社会
が関わりを持っていることへの実感的な指導の第1歩
として、有効な手段と言えるのではないか。
　次に日常的動作である「仕草」であるが、例えば、
演出家の平田オリザ『演技と演出』を参考に、一例挙
げてみよう8。「旅行ですか？」の発語の行動について、
声の明るさや大きさ、また表情から、感情や環境が伝
わるという。つまり、声や表情が明るければ、その旅
行をプラスのイメージで捉えていることが読み取れ、
暗ければ、その旅行を怪しい、快くないというマイナ
スのイメージで捉えていることが伺える。また、声の
大きさによっても、相手が何人なのか、ないしょ話な
のかなどが読み取れる。つまり身体的なものと言語的
なものが補足し合って、コミュニケーションの心理状
態を再現できるというものである。
　学習指導要領においても、身体の動きや、コミュニ
ケーションを図る指導を重要視する記述が見られる。
　このように両者は、他者とのコミュニケーションに
おいて様々に変化させながら、意志・情報伝達を図る
手段であり、オペラの本質に近づくための最初期の手
段として極めて有効であると言えよう。
３．演劇的要素を取り入れた授業実践
　以上のことを土台として、群馬大学教育学部附属中
学校において授業を行った。対象は中学２年生118名
（４クラス）で、授業は、50分授業２時間分（×４）、オ
ペラ実践を行う初めの段階として提案する授業である。
　授業の概要は、モーツァルトのオペラ《バスティア
ンとバスティエンヌ》の第１曲アリアを題材とした。
まず鑑賞し、歌詞や旋律から、曲について捉える。そ
の後、効果音について筆者が作成した映像から、効果
音の役割を認識し、楽器を用いて歌詞に合った効果音
を作成する。仕草についても、イラストを見ながら説
明を聴き、その役割を認識する。最後に歌詞の感情に
図１　失敗を表す効果音「チーン」
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合わせて、グループごとに考えた演劇的要素、効果音
や仕草を発表する。
　楽曲は、あえて一般的にそれほど知られていないオ
ペラを選定した。知らなくても説明や体験によって作
曲者の意図や登場人物の心情を感じてもらうためであ
る。しかし、モーツァルトのこのオペラ全体は、全曲
を聞いても40分と短く、一般的に親しみやすく、また
このオペラの登場人物は３人と少なく、相関関係がわ
かりやすい。加えて、若い男女の恋物語で、中学生に
も理解しやすい内容である。
　取り上げたアリアは、オペラの第１曲目で、〈いと
しい人は私を捨ててしまったの〉。好きな人にふられ
る予感を抱き、悲しみに満ちている、という内容であ
る。歌詞には、「liebster愛する」、「Leid悲嘆」、「Kummer
苦悩」、「Gram心痛」、「Schmerz悲痛」、「Not辛苦」と
いった悲しい感情を表す歌詞が多く含まれている。ま
た、それ以外に「verlassen見捨てる」、「Herz心」、「Tod
死」といった感情に関わる言葉も見られる。これらの
言葉は譜面上では、下行の音型で書かれていることが
多く、これはヨーロッパ言語のアクセントの特徴によ
るものでもあるが、こういった言葉と旋律の動きが合
わせられるところからも感情が導き出されているだろ
う。楽曲は、ハ長調の素朴で温かみのある曲調である
のに、悲しみが醸し出される。それは恋人との楽しい
思い出の温かさにほだされながら、悲しみを浮き出し
ていく、という効果が考えられる。
　授業で使用する楽器は、筆者自身の調査結果と、実
際にテレビや動画サイト、ゲーム、フリー効果音サイ
ト等で聴かれる効果音を参考に、トライアングル・カ
スタネット・タンブリン・クラベス・鈴・マラカス・
アゴゴベル・グロッケンシュピール・ウィンドチャイ
ム・ボンゴ・ピアノの11種類の楽器を選定した。
○授業の概要
題材名：「曲の世界に入りこもう！」
教材：オペラ《バスティアンとバスティエンヌ》より
　 第１曲アリア〈いとしい人は私を捨ててしまったの〉
本時の展開：
（１）１時間目（［表１］）
◆目標　歌詞や楽器からのアプローチを通して、曲を
深く理解する。
（２）２時間目（［表２］）
◆目標　音色や仕草を用いて、歌詞の感情を伝える。
表１　１時間目指導案 ※表中の丸付数字は、授業の成果のまとめ部分に反映する。［表２］２時間目指導案も同様に。
○学習内容　・学習活動 ・指導上の留意点 ◇評価　★生徒の反応
○教材曲鑑賞　１回目（曲の情報が与えられていない状態）
　・曲を聴く。
　・原語音源を聴き、曲から感じ取ったことを発表する。
・音源を聴いた後に、どんな曲だったか尋ねることを伝える。
○歌詞の内容の確認
　・配られた対訳を読んで歌詞の内容を確認する。
・歌詞の対訳を配布する。
★「エッ ?! ツラ［辛］！」、「死ぬの?!」、「悲しすぎる！」等
○教材曲鑑賞　２回目
　・歌詞の内容を把握したうえでもう一度音源を聴く。
・ 歌詞の内容を把握できたことを確認したら、もう一度音源をかける。歌詞
を追いながら聴くよう促す。
○曲の聴き取り変化の確認
　・ はじめに説明なしで聴いた時と、歌詞を読んでから聴いた時で、曲のイ
メージが変化したことを確認する。
・ はじめに説明なしで聴いた時と、歌詞を読んでから聴いた時で、曲のイメー
ジに変化があったか尋ねる。
★ 「明るい音楽だからイメージと違う」、「ゆっくりだから寂しそうに感じる」等
◇〔観察〕歌詞と音を結びつけて聴くことができる。【鑑賞の能力】
○歌詞の詳細確認
　・ 歌詞の中で感情を表している言葉に印を付ける。（対訳に丸印を記入す
る。）
　・その言葉を発表する。
・ 歌詞の中で、感情を表していると考えられる言葉に印をつけるよう伝える。
・見つけた言葉を尋ね、発表させる。
★「悲痛」、「悲嘆」・・・等
○歌詞と旋律の確認
　・ 感情に関わる言葉がある部分の楽譜が、どのような旋律の動きになって
いるか考える。
　・旋律の動きを確認した上で、もう一度音源を聴く。
・楽譜を配布する。　※歌詞と歌の旋律のみの書かれた楽譜。
・ 発表してもらった言葉の部分がどのような旋律になっているか確認し、そ
の統一性などを説明する。淋しそうに下向きの音型だ！
・もう一度音源をかける。
　◇〔観察〕音の連結と歌詞を結びつけて聴くことができる。【鑑賞の能力】
○効果音の意義の確認・・・①
　・ 教師の話を聞いたり、映像を見たりする中で、効果音の意義について考
える。
※今回は効果音でアプローチすることを伝える。
・映像を流し、効果音の意義について説明する。
　※ 効果音は身近な音素材で、コマーシャル等であることを伝え（［図２］）、
同じ映像だが異なる効果音によって様々な印象を与える可能性を示し
（［図３］）、効果音の意義を確認する。
★ 「これ知ってる!」、「たしかに! なるほどね〜」[図２]、「違う場面に見えて
くる!」、「この音、合うわぁ〜」 [図３]、等
○効果音の作成　・・・②
　・ 並べられた楽器について、グループごとに様々な音色を作り、またその
音がどんなイメージがする音か考える。
・印をつけた歌詞から一つ選んで、合う効果音を作成することを伝える。
　※ 漫画やイラスト（下記［図４］）を提示し、音素材を想起させる。動作
を示す言葉が可視化されていることがポイント。
◇ 〔観察・ワークシート記入〕楽器が奏でる音を聴きながら、曲に合う効果
音を作成することができる。【音楽表現の創意工夫】
◇ 〔観察・ワークシート記入〕自らすすんで、曲に合う音を見つけようとし
ている。【音楽への関心・意欲・態度】
○本時のまとめ
　・ワークシートを記入する。
・ 次回効果音の作成の続きを行い、他のものからのアプローチを行うことを
伝える。
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○授業の成果のまとめ
　授業の成果について、記入してもらったワークシー
トの内容を基に以下にまとめる。結果としては、効果
音や仕草を用いて、オペラにアプローチしていくこと
で、生徒にとって、音楽を身近にする、もしくは、音
楽に近づく活動であるきっかけがつくれたと言える。
今回は、２時間授業ということで、効果音と仕草の発
表を行うまでとなったが、その中でも、オペラの表現
と、身近な効果音や仕草の表現をリンクさせる様子は
見ることができた。
　また、人前で「表現すること」を発表する行為は、
極めて「照れくさい」や「難しい」という点で、自由
に活動してみよう、という面では困難であったことは
否めない。しかし、言葉や感情があって動きが生じる
ことが表現の誘因となることは多くの生徒に伝わった
のではないだろうか。以下は、ワークシートの感想で
ある。類似する回答はまとめ、多く寄せられた感想を
中心に挙げる。
図２　 提示した身近な効果音映像群（左から「キラッ（ウインク）」／「リリン・・・（リボンがほどける）」／「ポーンポー
ン（地震情報）」／「ドーン！」）
効果音　その１「デンッ（問題を提示する）」
　　　　その２「チーン（落胆を示す）」
　　　　その３「シャララララ（喜びを示す）」
　　　　その４「ガーーーン・・・（絶望を示す）」
図３　効果音による印象の違いを提示した際の映像画像（４種類の異なる効果音を提示）
図４　提示した音素材を想起させるイラスト群
動作を示す言葉が可視化されていることがポイント
表２　２時間目指導案
○学習内容　・学習活動 ・教師の活動　◇評価
○前回の振り返りと本時の把握
　・前回の楽器の振り返りを、本時の行うことを把握する。
・前回、曲のイメージに合う音を作ったことを振り返る。
・ 本時は、もう一度作った効果音を確認して、新しいアプローチとして仕草
をつけてみることを伝える。
○仕草について
　・ 教師の話を聞いたり、実際の仕草を見たりする中で、仕草の意義につい
て考える。
・仕草の意義について説明する。
　※ 前回の効果音に続いて今回は、仕草も取り入れることで、音楽をより立
体的に表現してみることを伝える。
　感情と動作はリンクするかな？
　※実際に簡単な仕草を実践してその意義について確認する。
○発表方法の確認
　・発表方法を確認する。
・ 発表方法（前へ出て、どの歌詞に付けたか・意識したことは何か・何の楽
器を使用するかの説明をすること、効果音に合わせて仕草を行う形式であ
ること、一人１つは役割を持つこと）
○効果音・仕草の練習・・・③
　・グループごとに、歌詞に合わせた効果音と仕草の練習を行う。
・各グループを回りながら、進行度を確認する。
◇ 〔観察・ワークシート記入〕楽器が奏でる音を聴きながら、曲に合う効果
音を作成することができる。【音楽表現の創意工夫】
○発表
　・楽器の音や仕草をつけて発表する。
 ④・・・
 ⑤・・・
・ どんな歌詞に何の楽器でどのようなイメージの効果音をつけたか、どんな
感情にどんな仕草をつけたか、説明してから発表するように伝える。
◇ 〔観察・ワークシート記入〕楽器の音色を捉え、歌詞のイメージと合わせ
ながら演奏している。【音楽表現の技能】
◇ 〔観察・ワークシート記入〕他のグループの演奏を、その音のイメージを
感受しながら聴いている。【鑑賞の能力】
○まとめと感想記入
　・感想・分かったこと等を、ワークシートに記入する。
・ 効果音や仕草があるのとないのでは、どう聴こえ方が違っていたか、の点
を重点的に、感想等を書くように伝える。
・ 効果音や仕草を考える中で、どのようなことを重視し、気をつけたかにつ
いても書いてもらうよう伝える。
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◇①―効果音について（映像視聴による）
・効果音が変わると、受ける印象も大きく変わる。
・効果音が身近なものであることに驚いた。
・効果音だけで、どんな気持ちか分かる。
・効果音は聞き手に心情や情景を伝えるのに役立つ。
・効果音を入れるだけで、その場面が目立つ。
　効果音の役割を実感し、「重要である」や「大切な
ものである」等の、効果音の重要性について、捉えな
おした意見を多く見受けられた。音素材を身近に感じ
た意見が多数あったことは、この授業の成果であった。
これは音楽の諸要素を聞き分ける手立てとなる。同時
に、このように動画やテレビの映像を用いることで、
生徒と音楽の距離を縮める有用性も明らかとなった。
◇②―効果音の作成過程で考えたこと（どの楽器で
どのような歌詞を表現したか）　楽器：選んだ言葉
ピアノ：悲痛、悲嘆、死、辛苦
・悲しいところは不協和音で表したい。
・音程などでも、イメージが変わる。
・音の強さも関係する。
・ 高い音から低い音まで出すことができるピアノ使っ
て、言葉のイメージを表した。
・高い音だと明るいイメージになる。
トライアングル：悲嘆、死、愛する
・ だんだん力がなくなって死ぬのか、突然死ぬのかで、
違いが出てくると思う。
・ 「チーン」と鳴らすと、だんだんと死んでいく様子
を表現できる。
・ 綺麗で高い音だったので、苦境の暗いイメージには
合わなかった。
グロッケンシュピール：愛する、悲嘆
・明るすぎない「愛する」を表す。
・音が高すぎても「愛する」を表現できなかった。
・ 「悲しみ」だったら、あまり明るい音はやめてみよう。
　以上は、多く使われた楽器であるが、他にもアゴゴ
ベル、ウィンドチャイム、鈴、カスタネット、クラベ
ス、タンブリン、マラカスが使われた。音と感情を結
びつけようと思考する活動ができた上に、その基本的
な奏法にこだわらず、感情にそぐった音を出せる独自
の奏法を試みる生徒がいたことに、筆者自身も楽しむ
ことができた。また授業内の、「歌詞と旋律の確認」
の際、感情を表す言葉の旋律の多くが、音を下げるよ
うに表現されている、という確認を行ったが、その内
容を生かし表現しようという意志を生徒の様子から見
てとることができた。
◇③―仕草について
・仕草は感情を表すのに効果的な表現だと思う。
・ 心情を態度に表すことで周りの人に伝えることがで
きる。
・ 観客側に視覚で訴えかけるもので、このことでより
感じるものが増える。
・ 仕草をつけるとより分かりやすくなり、曲が引き立
つ。
◇④―仕草を付ける過程で考えたこと
　ここでは２つの班の例を挙げておきたい。
表３　Ｈ班の活動による効果音・動作の作成過程
H班
選んだ歌詞：
「死」
使用楽器：
トライアングル
仕草：
首をガクッ
と下げる
・ 「死」に対しての愕然とする気持ちを表し、
小さな動きに思いを詰め込んだ。
・ 弱々しくなって死んでしまうところを、静
かな仕草で表現するようにした。
・ 少しずつ小さくうずくまっていって、首が
最後に動くようなイメージにした。
・ 首を下げる時に大げさにしたのも工夫した
点である。
・ 死ぬ前に座り込む仕草を入れた方が良いと
感じた。
・ 最後にトライアングルを「チーン」と鳴ら
すが、首がガクッとなった直後が一番良い
と思った。
・ 効果音のテンポがだんだん遅くなるところ
で、弱々しくなっている感じを表した。
・ トライアングルの「チリンチリン」の時は
頭をだんだんと下にして、最後の「チーン」
で一気に首を下げて、「死」を表現した。
表４　Ｌ班の活動による効果音・動作の作成過程
L班
選んだ歌詞：
「心痛」
使用楽器：
トライアングル
ピアノ
仕草：
ゆっくり
たおれこむ
・ 苦悩は「痛い！」ではなく、心や頭の中で
苦しみ、もだえるので、それを表現するた
めに、頭を抱えてどん底に落ち、頭の中で
は、借金や家族関係などで悩み続ける男性
と、その男性を見下げる女性で、より男性
の苦悩を増やす場面を表現した。
・ 苦しんでいることを表すために、トライア
ングルのペースを少しずつ速くした。ま
た、最後にピアノで低い音を鳴らし、苦し
みが最高潮になったことを表した。
・ 不安感をあおるような高くてゆっくりとし
た音と、完全に落ちたところを一気に強く
表すために、大きく低い音を出した。
・ 仕草をしている人が倒れるまで、トライア
ングルは、だんだん鳴らすタイミングを短
くしていき、死が近づいてくることを表
す。その後、死ぬときは、ピアノの低い音
を何個か鳴らし、「ジャーン」という終わっ
た感じを出した。
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　実際は17の班があったが、上記２つの班のように、
その「感情を表現するための感情」を考えたり、また
そのシチェーションや道程を綿密に計画できた班も
あった。このことは、先の項で述べたが、「演じてみ
せる芸術」である演劇の概念に匹敵するものであろう。
ほかの班においても、仕草の多くは、「倒れこむ」や「首
（頭）をさげる」といった、下向きの運動が多く、こ
れは、第１曲アリアで鑑賞した、下行する音型とリン
クし、負の感情を表す動作が下向きであるという考え
に至った結果と考えられる。
◇⑤―効果音・仕草付きの演奏を聴いてどのように
感じたか。
・ 効果音が付くことでより心情が伝わりやすいと思った。
・ 音と仕草が合わされば、見ている人により気持ちが伝わ
るようになると思った。
・ それぞれの班によって、個性があって、仕草や音が違っ
ていたので面白かった。
・ 言葉が同じでも、効果音や仕草が違うと感じ方も違って
くる。
・ 仕草と、楽器の音や音色が合うと、音も仕草も引き立つ。
・ 音は気持ちを表せてすごいと思った。難しいけど、楽しい。
・ リアクションをもらった時は、認めてもらえたと思い嬉
しかった。表現することはたのしいなあ、と思った。
　以上は感想の一部であるが、中には、「モーツァル
トの気持ちが少し分かった気がする。」といった記述
もあった。モーツァルトが、与えられた言葉（歌詞）
にどのような思いで音を付けたのか、そしてそれが動
きを促す音型であったかなど、作曲者の作曲する態度
に少しでも近づけたと言えるだろう。
　本研究では上記までに提示したことが目標であっ
た。音楽や歌詞に込められた動作や、その表現方法を
視聴覚化すること。これらを一度実際の鑑賞教材から
離れて実践し、柔軟な視点で体現してみる。音楽の変
化は動作を反映し、感情を反映するということへの気
づきの成果は多くあった。しかしこれは先にも述べた
とおり、オペラ実践への最初期の活動の試みであり、
やはり実際に歌い、演じていけることが今後の課題と
して残り、本研究の視座をより確固たるものするため
には、さらなる成果が必要となる。そのために授業時
間の確保や、他の演劇的要素の検討、他のオペラ作品
の検討、楽器演奏の楽譜について、といった、さらに
教育現場で有効な実践案の研究を行うことが必要であ
る。音楽の表現が我々に与えるものについて、幅広い
理解が得られるよう、またその端緒が他の領域におい
ても示せるよう、今後も研究する所存である。
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